
五
山
文
学
形
成
期
に
お
け
る
道
号
頌
の
流
行

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ス
タ
イ
ニ
ン
ガ
ー

は
じ
め
に

五
山
制
度
と
と
も
に
成
熟
し
た
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
禅
林
が
残
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
五
山
文
学
」
は
、
実
に
膨
大
な
作
品
群
で
あ
る

が
、
内
容
は
文
学
的
な
趣
向
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
と
り
わ
け
韻
文
に
関
し
て
は
在
俗
と
格
別
な
差
異
が
認
め
ら
れ
な
い
詩
が
多
い
。
そ
れ

に
対
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
渡
来
僧
や
そ
の
日
本
人
の
弟
子
が
表
し
た
韻
文
は
、
求
道
者
と
し
て
の
立
場
を
意
識
し
た
発
言
が
中
心
を
占
め

る
。
こ
れ
ら
の
仏
教
的
要
素
を
重
視
し
て
、
経
典
の
中
の
韻
文
部
分
で
あ
る
伽
陀
（
偈
）
に
因
ん
で
、「
偈
頌
」
や
「
頌
」
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
く
、
在
俗
的
な
「
詩
」
と
区
別
さ
れ
た
。

玉
村
竹
二
氏
が
提
供
し
た
通
説
に
よ
る
と
、
竺
仙
梵
僊
（
一
二
九
二
～
一
三
四
八
）
を
中
心
に
、
元
末
に
日
本
に
渡
っ
た
禅
僧
は
当
時

の
偈
頌
流
行
を
伝
え
、
修
辞
的
に
凝
っ
て
い
な
が
ら
偈
頌
の
表
現
領
域
を
出
な
い
と
こ
ろ
に
、
蘭
渓
道
隆
な
ど
の
宋
朝
系
の
宗
風
か
ら
、

後
代
の
世
俗
中
心
の
文
芸
へ
の
橋
渡
し
と
な
っ
た
。
し
か
し
、「
渡
来
僧
の
世
紀
」
が
去
り
、
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
～
一
三
八
八
）・
絶

海
中
津
（
一
三
三
四
～
一
四
〇
五
）
の
時
代
に
五
山
文
芸
が
体
系
化
さ
れ
て
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
先
例
が
影
響
力
を
薄
め
た
せ
い
か
、
鎌

倉
・
南
北
朝
期
禅
林
の
文
芸
の
多
く
と
同
じ
く
、
こ
の
偈
頌
の
制
作
・
利
用
・
解
釈
に
つ
い
て
、
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
。

本
篇
は
、
偈
頌
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
「
道
号
頌
」
を
取
り
上
げ
て
、
偈
頌
に
お
け
る
規
範
及
び
渡
来
僧
が
築
い
た
制
度
と
し
て
の

禅
林
文
芸
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
偈
頌
が
全
体
的
に
頽
廃
へ
赴
く
室
町
時
代
で
も
、
道
号
頌
は
相
変
わ
ら
ず
詠
ま
れ
続

（1） （2） 
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け
て
い
く
が
、
偈
頌
お
よ
び
五
山
文
学
全
般
が
辿
っ
て
い
く
道
程
を
考
え
る
中
で
、
道
号
頌
の
特
徴
的
な
詠
法
や
そ
れ
に
対
す
る
問
題
意

識
が
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

道
号
頌
の
位
置

「
道
号
」
と
は
、
得
度
す
る
時
に
受
け
る
法
諱
と
は
別
に
、
あ
る
程
度
一
人
前
の
禅
僧
に
成
長
し
た
証
と
し
て
、
師
匠
や
先
輩
に
授
け

ら
れ
る
「
字
（
あ
ざ
な
）」
で
あ
り
、
禅
僧
は
道
号
二
字
・
法
諱
二
字
で
呼
ば
れ
る
慣
例
と
な
っ
た
。
周
裕
鍇
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
十
二

世
紀
後
半
か
ら
禅
林
の
中
で
庵
堂
号
が
流
行
り
出
し
て
、
慶
元
三
年
（
一
一
九
七
）
の
『
叢
林
盛
事
』
は
新
参
者
が
「
未
だ
曾
て
夢
に
も

向
上
の
一
着
子
を
見
ず
し
て
，
早
く
已
に
各
〻
道
号
を
立
つ
」
風
潮
を
揶
揄
す
る
。
こ
の
流
行
を
受
け
て
、
南
宋
・
元
代
で
は
、（
士
大
夫

の
間
で
行
わ
れ
た
「
字
説
」
に
影
響
さ
れ
て
）
道
号
二
字
の
仏
教
的
意
味
を
解
き
明
か
し
、
あ
る
い
は
そ
の
字
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
利
用

し
て
そ
の
持
ち
主
に
対
す
る
訓
戒
や
賛
美
を
施
す
道
号
頌
が
盛
ん
に
詠
ま
れ
た
。

道
号
頌
の
実
際
の
作
成
の
場
に
つ
い
て
、
室
町
後
期
か
ら
た
く
さ
ん
の
記
録
が
残
る
。
特
に
目
立
つ
の
が
景
徐
周
麟
（
一
四
四
〇
～

一
五
一
八
）
の
『
翰
林
葫
蘆
集
』
巻
二
で
、
一
八
七
首
の
道
号
頌
の
多
く
は
自
注
的
な
説
明
文
が
附
さ
れ
て
、
道
号
と
道
号
頌
の
禅
林
社

会
に
お
け
る
浸
透
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
一
節
に
そ
の
様
子
が
見
え
る
。

善
隆
老
人
膝
下
有
少
沙
弥
、
曰
等
亀
、
敏
捷
可
愛
也
、
予
従
容
問
曰
有
字
乎
、
曰
未
也
、
呼
為
寿
岳
、
因
告
曰
、
昔
者
趙
州
古
仏

自
沙
弥
侍
王
老
師
傍
、
応
対
無
譲
、
而
保
百
二
十
甲
子
也
、
舜
何
人
也
、
子
其
勉
之
、
拙
偈
一
首
、
祝
遠
者
大
者
云
。（
後
略
）

（
善
隆
老
人
の
膝
下
に
少
沙
弥
有
り
、
等
亀
と
曰
ふ
。
敏
捷
に
し
て
愛
す
べ
き
な
り
。
予
、
従
容
と
し
て
問
ひ
て
曰
く
、〈
字
有
る

か
〉
と
。〈
未
だ
な
り
〉
と
曰
へ
ば
、
呼
び
て
〈
寿
岳
〉
と
す
。
因
て
告
げ
て
曰
く
、〈
昔
、
趙
州
古
仏
、
沙
弥
よ
り
王
老
師
の
傍

（3） 

（4） 
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に
侍
し
、
応
対
す
る
に
譲
る
こ
と
無
く
、
而
う
し
て
百
二
十
甲
子
を
保
つ
な
り
。
舜
、
何
人
や
。
子
、
其
れ
之
に
勉
め
よ
〉
と
。

拙
偈
一
首
、
遠
き
者
大
き
な
者
を
祝
ひ
て
云
ふ
。）

「
従
容
（
ゆ
っ
た
り
）」
と
し
な
が
ら
、「
可
愛
」
な
沙
弥
に
気
づ
き
、「
寿
岳
」
と
い
う
め
で
た
い
道
号
（
あ
ざ
な
）
を
授
け
て
や
っ
た
上

で
、
南
泉
普
願
の
門
弟
趙
州
従
諗
の
話
を
教
訓
的
な
説
明
と
し
て
加
え
る
場
面
は
、
道
号
頌
の
社
交
性
を
い
き
い
き
と
表
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
鎌
倉
・
南
北
朝
期
に
お
け
る
道
号
頌
の
作
成
の
場
に
つ
い
て
の
記
録
が
少
な
い
。
例
え
ば
詳
し
い
方
と
し
て
、
白
雲
慧

暁
（
一
二
二
三
～
一
二
九
八
）
の
『
佛
照
禅
師
語
録
』
は
「
関
山
」
と
い
う
道
号
頌
に
つ
い
て

参
学
禅
人
玄
三
上
座
、袖
紙
而
来
要
得
道
号
。因
写
関
山
二
字
及
作
樵
語
題
此
号
以
充
其
志
。且
道
関
山
両
字
是
為
標
顕
底
事
。（
後

略
）

（
参
学
禅
人
玄
三
上
座
、
紙
を
袖
に
し
て
来
り
て
道
号
を
得
ん
こ
と
を
要
す
。
因
て
関
山
二
字
を
写
し
て
及
び
樵
語
を
作
り
て
此

の
号
を
題
し
て
以
て
其
の
志
を
充
す
。
且
く
道
へ
、
関
山
両
字
、
是
れ
底
（
な
に
）
事
を
標
顕
す
る
と
為
さ
ん
や
。）

と
注
記
す
る
。
こ
れ
な
ど
か
ら
推
測
す
れ
ば
、「
二
大
字
」
の
形
態
で
道
号
を
授
け
る
師
匠
や
善
知
識
が
同
時
に
号
を
題
に
し
て
詠
む
も

の
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
嗣
法
の
関
係
に
由
来
す
る
も
の
は
「
印
可
状
に
次
で
重
視
」
さ
れ
、
概
し
て
禅
林
社
会
に
お
い

て
若
手
が
先
輩
に
「
認
め
ら
れ
る
」
象
徴
と
し
て
、
主
要
な
働
き
を
持
っ
て
い
た
。

た
だ
、
鎌
倉
末
、
南
北
朝
期
の
資
料
か
ら
見
る
限
り
、
偈
頌
の
中
の
道
号
頌
の
位
置
は
必
ず
し
も
固
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
文
永
六
年
に
渡
来
し
た
大
休
正
念
（
一
二
一
五
～
一
二
九
〇
）
の
語
録
に
は
道
号
頌
が
た
く
さ
ん
挙
げ
ら
れ
る
が
、
同
じ
渡
来
僧

で
文
学
活
動
で
有
名
な
無
学
祖
元
（
一
二
二
六
～
一
二
八
六
）
の
語
録
に
は
、
偈
頌
を
多
く
収
録
し
て
い
る
の
に
道
号
頌
と
認
定
で
き
そ

（6） 

（7） 
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う
な
も
の
は
一
首
し
か
な
い
。
上
記
の
白
雲
慧
暁
は
語
録
に
一
九
首
の
道
号
頌
が
ひ
と
続
き
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
じ
聖
一
派
を
見
渡

す
と
、
偈
頌
を
あ
ま
り
詠
ま
な
か
っ
た
僧
は
も
と
よ
り
、
雙
峰
宗
源
（
一
二
六
三
～
一
三
三
六
）
は
語
録
に
三
十
～
四
十
首
の
偈
頌
を
収

め
る
の
に
道
号
頌
が
見
当
た
ら
な
い�

。

こ
の
問
題
を
中
国
の
資
料
で
確
認
す
る
と
、
下
記
の
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
宋
末
・
元
代
編
纂
の
語
録
は
、
六
～
七
首
程
度
の
掲
載

が
普
通
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
断
橋
和
尚
語
録
』（
咸
淳
元
年
序
）
八
首

『
介
石
禅
師
語
録
』（
咸
淳
四
年
序
）
七
首

『
虚
堂
和
尚
語
録
』（
咸
淳
五
年
跋
）
十
一
首

『
剣
関
禅
師
語
録
』（
咸
淳
六
年
序
）
無
し

『
兀
庵
和
尚
語
録
』（
景
炎
元
年
没
）
四
首

『
希
叟
和
尚
語
録
』（
前
至
元
一
六
年
原
跋
）
一
〇
首

『
高
峰
和
尚
語
録
』（
前
至
元
二
四
年
原
跋
）
一
首

『
横
川
和
尚
語
録
』（
前
至
元
二
五
年
序
）
一
首

『
海
印
禅
師
三
会
語
』（
至
治
元
年
跋
）
十
二
首

『
天
目
中
峯
和
尚
広
録
』（
元
統
三
年
刊
行
表
宣
）
七
首

『
月
江
和
尚
語
録
』（
後
至
元
六
年
叙
）
二
首

『
笑
隠
和
尚
語
録
』（
至
正
四
年
没
）
無
し

『
曇
芳
和
尚
五
会
録
』（
至
正
八
年
没
）
無
し

『
師
子
林
天
如
和
尚
語
録
』（
至
正
九
年
刊
語
）
六
首

（9） 
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『
石
屋
和
尚
語
録
』（
至
正
一
二
年
没
）
八
首

『
平
石
和
尚
語
録
』（
至
正
一
七
年
没
）
四
首

『
了
庵
和
尚
語
録
』（
至
正
一
九
年
原
刊
語
）
七
首

『
了
堂
和
尚
語
録
』（
元
版
か
）
一
二
首

そ
れ
に
対
し
て
、
鎌
倉
末
を
引
き
金
に
日
本
で
編
纂
さ
れ
る
語
録
や
外
集
に
道
号
頌
を
多
く
収
録
す
る
傾
向
が
目
立
ち
、
そ
れ
ら
を
何
十

首
（
極
端
の
場
合
は
何
百
首
）
の
一
群
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
行
く
さ
ま
が
、
以
下
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
。

『
済
北
集
』
巻
五　

五
三
首
（
虎
関
師
錬
、
一
三
四
六
年
没
）

『
宝
覚
真
空
禅
師
録
』
巻
乾　

八
九
首
（
雪
村
友
梅
、
一
三
四
七
年
没
）

『
黄
龍
十
世
録
』
八
四
首
（
龍
山
德
見
、
一
三
五
八
年
没
）

『
乾
峰
和
尚
語
録
』
巻
四
及
び
五　

五
一
四
首
（
乾
峰
士
曇
、
一
三
六
二
没
）

『
閻
浮
集
』
一
五
四
首
（
鉄
舟
徳
済
、
一
三
六
六
年
没
）

『
永
源
寂
室
和
尚
語
録
』
巻
上　

九
九
首
（
寂
室
元
光
、
一
三
六
七
年
没
）

『
友
山
録
』
巻
下　

一
二
五
首
（
友
山
士
偲
、
一
三
七
〇
没
）

『
若
木
集
』
一
〇
〇
首
（
此
山
妙
在
、
一
三
七
七
没
）

『
無
規
矩
』
巻
坤　

六
三
首
（
天
境
霊
致
、
一
三
八
一
年
没
）

『
了
幻
集
』�

一
三
八
首
、
更
に
一
三
九
首
（
古
劔
妙
快
、
一
三
八
二
以
降
没
）

『
義
堂
和
尚
語
録
』
巻
四　

一
〇
二
首
（
義
堂
周
信
、
一
三
八
八
年
没
）

こ
の
う
ち
、『
宝
覚
真
空
禅
師
録
』『
閻
浮
集
』『
友
山
録
』『
若
木
集
』『
了
幻
集
』『
義
堂
和
尚
語
録
』
は
「
道
号
」
と
他
の
偈
頌
に
分
類

し
て
部
を
立
て
る
。
実
際
の
道
号
頌
の
作
成
・
交
換
は
大
陸
の
寺
院
で
も
同
じ
く
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
の
結
果

（10） 
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を
語
録
に
集
め
る
習
慣
が
ま
る
で
違
っ
て
、
道
号
頌
及
び
偈
頌
一
般
へ
の
態
度
が
初
期
五
山
で
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
差
異
を
考
え
る
時
に
ま
ず
注
目
す
べ
き
存
在
は
渡
来
僧
で
あ
る
。
実
は
上
記
の
元
版
の
表
以
外
に
も
う
一
つ
、
大
陸
で
出
版
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
道
号
頌
の
ま
と
ま
り
が
残
る
。
清
拙
正
澄
（
一
二
七
四
～
一
三
三
九
）
の
著
作
を
収
録
す
る
『
清
拙
和
尚
禅
居
集
』
は
五

山
版
し
か
残
ら
な
い
稀
書
で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
版
式
を
持
つ
『
清
拙
和
尚
語
録
』
は
泰
定
元
年
（
一
三
二
四
）
の
原
跋
を
持
っ
て

お
り
、セ
ッ
ト
と
し
て
両
者
は
清
拙
正
澄
が
来
日
す
る
泰
定
三
年
の
直
前
に
元
の
地
で
出
版
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
五
山
版
で
見
る
限
り
、

こ
れ
が
元
版
の
禅
籍
の
な
か
で
例
外
的
に
、
六
一
首
の
道
号
頌
を
収
録
す
る
。
在
日
中
弟
子
な
ど
に
与
え
ら
れ
た
道
号
頌
の
墨
跡
も
何
枚

か
現
存
し
て
い
て
、
南
北
朝
期
の
道
号
頌
流
行
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
間
違
い
な
い
け
れ
ど
も
、
元
で
ま
と
め
た
語
録
・
外
集

も
時
期
的
に
来
日
と
密
接
な
関
係
が
考
え
ら
れ
、
日
本
側
の
語
録
の
発
展
へ
の
影
響
が
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う�

。

ま
た
、
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
の
文
学
上
の
師
範
と
な
っ
た
龍
山
德
見
（
一
二
八
四
～
一
三
五
八
）
は
日
本
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
二
二

歳
で
元
に
渡
り
、
か
の
地
で
半
生
を
送
っ
て
か
ら
六
六
歳
で
突
然
日
本
に
戻
り
、
い
わ
ば
准
渡
来
僧
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
語

録
を
編
纂
・
上
梓
し
た
の
が
『
黄
龍
十
世
録
』
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
住
山
録
を
順
番
に
載
せ
て
、
そ
の
あ
と
「
小
仏
事
」
な
ど
別
項
を

立
て
る
が
、「
偈
頌
」
の
部
は
「
偈
頌
」
と
「
元
朝
偈
頌
」
と
に
分
け
ら
れ
、
日
本
と
元
と
の
活
動
時
期
の
制
作
を
分
け
て
い
る
と
見
受

け
ら
れ
る
。「
元
朝
偈
頌
」
は
例
え
ば
、
禅
林
社
会
の
行
脚
の
習
慣
が
反
映
さ
れ
る
送
行
頌
や
、
公
案
を
取
り
上
げ
る
「
頌
古
」
な
ど
、

一
般
に
偈
頌
の
特
徴
と
認
め
ら
れ
る
傾
向
を
よ
く
保
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
前
の
「
偈
頌
」
部
は
、「
道
山
号
」
を
始
め
と
し
て
、「
歇

堂
」「
謙
堂
」「
静
山
」
と
、
八
四
首
と
続
く
詩
は
い
ず
れ
も
漢
字
二
字
を
題
に
立
て
て
い
る
道
号
頌
で
あ
る
。
逆
に
「
元
朝
偈
頌
」
に
道

号
頌
が
な
い
こ
と
は
、
道
号
頌
に
対
す
る
態
度
が
中
国
と
日
本
と
で
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い
た
と
思
わ
せ
る
。

渡
来
僧
ら
の
道
号
頌
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
の
貴
重
な
資
料
が
、『
宗
門
千
字
文
』（
暦
応
二
年
序
）
と
い
う
、
竺
仙
梵
僊
が
表
し
た

学
僧
の
た
め
の
入
門
書
の
「
釈
問
」
部
に
見
え
る
。
偈
頌
の
根
源
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
竺
仙
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（12） 
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頌
古
之
作
、（
中
略
）
蓋
始
於
宋
国
初
汾
陽
。
是
時
尊
宿
、
皆
悉
渾
厚
蘊
藉
、
不
尚
浮
靡
。
天
禧
間
、
雪
竇
以
弁
博
之
才
、
恢
宏

其
音
。
莫
不
巻
舒
抑
揚
、
縱
橫
得
妙
。
後
之
作
者
、
莫
出
其
右
。
然
亦
有
以
其
美
意
変
弄
、
求
新
琢
巧
、
変
其
宗
風
、
失
古
淳
全

之
非
矣
。
至
於
景
定
咸
淳
之
間
、
所
謂
大
道
衰
、
変
風
変
雅
之
作
。
於
是
雕
蟲
篆
刻
競
之
、
倣
効
晚
唐
詩
人
、
小
巧
声
韻
、
思
惟

煉
磨
、
而
成
二
十
八
字
、
曰
道
号
頌
。

（
頌
古
の
作
、（
中
略
）
蓋
し
宋
国
初
の
汾
陽
よ
り
始
む
。
是
の
時
の
尊
宿
、
皆
悉
く
渾
厚
蘊
藉
に
し
て
、
浮
靡
を
尚
ば
ず
。
天
禧

の
間
、
雪
竇
、
弁
博
の
才
を
以
て
、
其
の
音
を
恢
宏
せ
り
。
巻
舒
抑
揚
・
縱
橫
得
妙
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。
後
の
作
者
、
其
の
右
に

出
で
た
る
莫
し
。
然
も
亦
た
其
の
美
意
変
弄
を
以
て
新
を
求
め
巧
を
琢
し
て
、
其
の
宗
風
を
変
へ
、
古
の
淳
全
を
失
ふ
の
非
有
り
。

景
定
・
咸
淳
の
間
に
至
り
て
は
、
所
謂
ゆ
る
大
道
衰
へ
ば
、
変
風
変
雅
の
作
た
り
。
是
（
こ
こ
）
に
於
て
雕
蟲
篆
刻
、
之
を
競
ひ
、

晚
唐
詩
人
の
小
巧
声
韻
・
思
惟
煉
磨
に
倣
効
し
て
、
而
し
て
二
十
八
字
を
成
し
て
〈
道
号
頌
〉
と
曰
ふ
。）

竺
仙
は
汾
陽
善
昭
（
九
四
七
～
一
〇
二
四
）
と
雪
竇
重
顕
（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
の
、
北
宋
時
代
の
頌
古
（
百
則
）
か
ら
、
南
宋
末
の

道
号
頌
へ
と
の
通
時
的
変
遷
に
、「
古
の
淳
全
」
と
後
世
の
小
巧
・
煉
磨
と
の
対
立
を
照
ら
せ
て
説
明
を
組
み
立
て
る
。
こ
の
歴
史
認
識

は
基
本
的
に
同
時
代
の
共
通
概
念
で
あ
り
、
例
え
ば
清
拙
正
澄
も
「
宋
末
景
定
・
咸
淳
の
音
、
穿
鑿
度
を
過
ぎ
て
、
殊
に
醇
厚
の
風
を
失

す
」
と
す
る
し
、
中
巌
円
月
も
「
咸
淳
・
景
定
諸
師
が
作
る
所
の
細
巧
華
麗
」
を
偈
頌
の
本
来
の
「
淳
厚
」
と
対
応
し
て
い
る
。

い
か
に
も
道
徳
的
な
主
張
に
見
え
る
が
、
竺
仙
が
続
い
て
の
下
り
で
「
久
弊
を
以
て
、
頓
除
す
る
こ
と
能
は
ず
。
勉
い
て
其
の
時
に
隨

ひ
、
曲
げ
て
其
の
機
に
就
く
」
と
弁
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
竺
仙
自
身
に
『
来
々
禅
子
尚
時
集
』
と
い
う
、
一
〇
六
首
も
の
道
号
頌
か
ら
な

る
著
作
集
が
あ
る
（
こ
の
『
尚
時
集
』
の
タ
イ
ト
ル
も
、『
宗
門
千
字
文
』
が
言
う
「
時
に
隨
ふ
」
こ
と
へ
の
後
ろ
め
た
さ
を
表
そ
う
と

し
て
い
よ
う
）。
竺
仙
に
と
っ
て
、
道
号
頌
は
当
代
偈
頌
全
体
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
が
抱
え
て
い
る
危
機
を
も
っ
と
も
表
し

て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
次
項
で
、
そ
の
理
由
を
、
竺
仙
の
渡
来
僧
と
し
て
の
立
場
、
及
び
道
号
頌
固

（16） 
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有
の
詠
法
に
求
め
、
も
う
一
人
の
渡
来
僧
を
取
り
上
げ
て
、
道
号
頌
の
日
本
へ
の
伝
承
を
考
察
す
る
。

類
型
的
な
道
号
頌

前
項
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
南
北
朝
期
か
ら
日
本
禅
林
の
道
号
頌
流
行
は
凄
ま
じ
い
も
の
だ
っ
た
と
見
え
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
語
録
は

そ
の
掲
載
率
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
中
、『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
が
収
録
す
る
『
鏡
堂
和
尚
語
録
』
二
巻
、鏡
堂
覚
円
（
一
二
四
四

～
一
三
〇
六
）
の
語
録
が
異
彩
を
放
つ
。
鏡
堂
は
一
二
七
九
年
に
無
学
祖
元
と
と
も
に
来
日
し
た
渡
来
僧
で
あ
り
、
無
学
の
偉
大
な
影
に

隠
れ
て
さ
ほ
ど
歴
史
に
足
跡
を
残
し
て
い
な
い
。
現
存
の
語
録
は
不
完
全
と
見
る
節
も
あ
る
が
、
巻
二
の
「
偈
頌
」
部
に
は
、「
竹
屋
号
」

と
始
ま
る
八
一
首
の
道
号
頌
一
連
が
見
ら
れ
る
。

南
北
朝
期
に
編
纂
さ
れ
た
語
録
に
は
何
十
首
の
道
号
頌
部
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
珍
し
く
な
い
が
、
鏡
堂
は
そ
れ
ら
よ
り
一
世
代
以
上

離
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
道
号
頌
一
連
の
構
成
が
「
～
海
」「
～
渓
」「
～
江
」「
～
浦
」
な
ど
と
、
第
二
字
に
よ
っ
て
意
味
分
類
さ
れ

て
い
る
。第

二
字
が
屋
・
堂
・
庵
（
九
首
）

第
二
字
が
翁
・
叟
（
一
一
首
）

第
二
字
が
海
・
渓
・
江
・
潭
・
浦
・
礀
・
沢
（
一
二
首
）

第
二
字
が
牛
（
三
首
）

第
二
字
が
山
・
峯
・
岩
（
一
六
首
、
以
下
の
三
一
首
は
順
序
が
崩
れ
て
い
る
）

こ
の
よ
う
な
整
理
を
も
っ
と
徹
底
し
た
例
は
後
代
、義
堂
周
信
編
の
偈
頌
総
集
『
重
刊
貞
和
類
聚
祖
苑
聯
芳
集
』（
嘉
慶
二
年
序
）
に
見
え
、

一
〇
一
首
か
ら
な
る
道
号
部
も
「
～
峰
」「
～
山
」「
～
岩
」「
～
石
」
や
「
～
海
」「
～
潭
」「
～
江
」「
～
洲
」「
～
浦
」
の
よ
う
に
、
類

（18） 
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義
的
な
字
群
の
羅
列
で
な
り
た
っ
て
い
て
、
意
義
分
類
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。

「
～
庵
」
の
庵
堂
号
か
ら
発
生
し
て
、「
無
～
」
の
よ
う
に
特
定
の
禅
思
想
を
表
現
す
る
意
図
が
多
い
道
号
そ
の
も
の
は
類
型
の
傾
向
が

あ
り
、
類
別
の
総
集
で
は
そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
の
も
自
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
同
じ
よ
う
な
捉
え
方
は
他
に
あ
ま
り
見
出
せ
な
い
。

右
に
示
し
た
よ
う
に
元
代
の
語
録
類
は
そ
も
そ
も
道
号
頌
を
多
く
は
収
録
し
な
い
し
、『
貞
和
集
』
で
一
番
多
く
載
録
さ
れ
て
い
る
南
宋

破
庵
派
（『
無
準
和
尚
語
録
』『
西
巖
和
尚
語
録
』
な
ど
）
を
確
認
し
て
も
、
道
号
頌
を
特
定
の
順
番
で
整
理
し
て
い
る
気
配
が
な
い
。
ま

た
、『
重
刊
貞
和
集
』
と
前
後
し
て
中
国
人
の
禅
僧
に
編
纂
さ
れ
た
偈
頌
総
集
『
禅
宗
雑
毒
海
』
十
巻
も
ま
る
一
巻
を
道
号
頌
に
充
て
る

の
に
、
最
初
に
「
古
～
」
で
始
ま
る
道
号
を
四
首
載
せ
て
か
ら
整
理
を
ほ
と
ん
ど
放
棄
す
る
。
道
号
そ
の
も
の
は
類
型
性
が
強
か
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
道
号
頌
を
類
題
と
し
て
編
集
す
る
習
慣
は
一
般
に
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
良
い
の
で
、
道
号
頌
を
類
型
表
現

の
器
と
し
て
捉
え
る
態
度
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
考
え
る
価
値
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

『
重
刊
貞
和
集
』
よ
り
お
よ
そ
三
四
半
世
紀
前
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
鏡
堂
和
尚
語
録
』
の
分
類
さ
れ
た
道
号
頌
は
、
た
だ
一
人
の
作
者

の
著
作
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
特
に
目
に
つ
く
の
が
類
型
表
現
で
あ
る
。

•��「
是
他
多
少
兒
孫

0

0

輩
」（
善
翁
）「
満
地
而
今
是
子
孫

0

0

」（
立
翁
）「
若
是
兒
孫

0

0

僑
幔
者
」（
敬
翁
）「
未
応
容
易
子
孫

0

0

知
」（
耕
叟
）「
兒0

孫0

稍
有
不
平
処
」（
衡
叟
）「
難
与
渠
儂
作
子
孫

0

0

」（
謙
叟
）「
雖
然
満
目
兒
孫

0

0

在
」（
要
翁
）

•��「
生
平

0

0

老
幼
忽
相
逢
」（
敬
翁
）「
茌
再
一
生

0

0

長
退
歩
」（
謙
叟
）「
生
平

0

0

名
利
等
浮
雲
」（
賢
叟
）「
一
生

0

0

足
跡
半
天
下
」（
独
翁
）「
生0

平0

推
己
譲
它
人
」（
謙
翁
）

•��「
是
他
一
派

0

0

葱
馨
香
」（
雲
渓
）「
潜
通
一
派

0

0

向
東
漸
」（
竺
谿
）「
一
派

0

0

寒
流
廻
不
同
」（
錦
渓
）「
濫
觴
一
派

0

0

碧
沈
沈
」（
龍
渓
）

•��「
玲
瓏

0

0

空
洞
可
容
身
」（
古
岩
）「
巍
然
八
面
自
玲
瓏

0

0

」（
楚
岩
）「
玲
瓏

0

0

八
面
蒼
苔
滑
」（
松
岩
）「
玲
瓏

0

0

峭
峻
勢
凌
空
」（
虎
岩
）「
玲0

瓏0

淡
鎖
緑
蘿
烟
」（
秀
岩
）「
玲
瓏

0

0

独
露
峭
巍
巍
」（
中
岩
）

•��「
一
自
空
生

0

0

禅
宴
後
」（
古
岩
）「
潦
倒
空
生

0

0

蹲
坐
後
」（
楚
岩
）「
老
倒
空
生

0

0

応
未
知
」（
光
岩
）「
一
自
老
空
生

0

0

去
後
」（
秀
岩
）

（19） 
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•��「
或
巻
或
舒

0

0

0

0

無
定
度
」（
雲
峰
）「
舒
巻

0

0

油
然
一
片
閑
」（
耕
雲
）「
悠
然
一
片
巻
還
舒

0

0

0

」（
雲
屋
）

•��「
雲
鎖

0

0

苔
封
知
幾
秋
」（
石
菴
）「
白
雲
長
鎖

0

0

0

0

幾
春
風
」（
南
山
）「
草
滋
木
潤
鎖
雲

0

0

寒
」（
崑
山
）

類
型
的
な
表
現
は
道
号
頌
の
み
な
ら
ず
、
偈
頌
一
般
に
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
東
陽
英
朝
編
『
句
双
紙
』
の
よ
う
な
禅
句
集
は

歴
代
の
詩
人
・
禅
師
の
名
言
を
類
聚
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
素
材
が
禅
寺
住
職
の
日
々
の
説
法
と
し
て
語
録
に
残
っ
て
い
る

「
上
堂
」
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
竺
仙
梵
僊
の
語
録
か
ら
一
例
を
挙
げ
る
と
、

上
堂
「
乾
坤
窄
乾
坤
窄
、
日
月
星
辰
一
時
黒
、
紫
羅
帳
裏
撒
真
珠
、
黄
金
殿
上
生
荊
棘
、
咄
咄
咄
沒
処
去
」

と
あ
る
一
条
は
説
明
が
な
く
て
も
、
変
形
な
が
ら
「
窄
・
黒
・
棘
」
と
「
珠
・
去
」
の
韻
字
で
立
て
ら
れ
る
一
首
の
偈
頌
と
認
め
ら
れ
る

け
れ
ど
も
、「
乾
坤
窄
、
日
月
星
辰
一
時
黒
」
は
そ
の
ま
ま
『
碧
巌
録
』
第
二
則
の
垂
示
で
あ
り
、「
紫
羅
帳
裏
撒
真
珠
」
も
『
碧
巌
録
』

第
十
則
の
頌
評
唱
に
出
て
、「
咄
咄
、
沒
処
去
」
も
雪
竇
明
覚
の
語
録
『
明
覚
禅
師
語
録
』
所
収
の
問
答
に
出
る
表
現
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
竺
仙
梵
僊
が
称
賛
し
た
雪
竇
明
覚
に
関
連
す
る
表
現
の
切
り
取
り
か
ら
作
っ
て
あ
る
。「
黄
金
殿
上
生
荊
棘
」
も
、
そ
の
ま
ま
の
典
拠

が
見
当
た
ら
な
い
が
、「
黄
金
殿
上
◯
◯
◯
」
と
「
◯
◯
◯
◯
生
荊
棘
」
は
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
偈
頌
集
・
語
録
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

即
興
的
に
量
産
さ
れ
て
い
く
こ
の
よ
う
な
偈
頌
は
、
我
々
が
〈
文
学
〉
と
し
て
見
た
場
合
内
容
が
確
か
に
薄
い
が
、
逆
に
全
体
の
儀
式
の

中
の
役
割
を
考
え
れ
ば
創
作
性
は
あ
ま
り
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、『
鏡
堂
和
尚
語
録
』
が
示
す
道
号
頌
の
類
型
表
現
は
少
し
特
殊
で
あ
る
。
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
例
え
ば
「
有
誰
到
」「
到
者
難
」

な
ど
の
表
現
が
、「
～
山
・
～
岩
」「
～
堂
・
～
菴
」
系
の
号
を
通
じ
て
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
上
記
の
例
の
よ
う
に
、
何
度
も
使
わ

れ
て
い
る
表
現
は
そ
の
道
号
の
一
字
に
触
発
さ
れ
、
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
鏡
堂
の
道
号
頌
は
明
ら
か
に
、
道
号
の
中
の
字
に
対

応
す
る
特
定
表
現
に
基
づ
く
、
即
字
的
な
詠
法
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（22） 
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偈
頌
を
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
捉
え
る
時
、日
本
中
世
で
も
っ
と
も
広
く
読
ま
れ
た
代
表
的
な
存
在
が
恐
ら
く
無
準
師
範（
一
一
七
七

～
一
二
四
九
）
の
嗣
法
・
松
坡
宗
憩
（
生
没
年
不
詳
）
が
編
纂
し
た
『
江
湖
風
月
集
』
で
あ
ろ
う
が
、
近
年
は
飯
塚
大
展
氏
ら
に
よ
り
そ

の
注
釈
類
へ
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
道
号
頌
の
即
字
的
な
詠
法
を
明
文
化
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
寛
永
一
四
年

版
『
江
湖
風
月
集
略
註
鈔
』
は
道
号
頌
「
東
海
」（
明
如
三
十
日
無
遺
照
、
細
入
塵
毛
未
易
窮
、
向
道
西
来
無
此
意
、
搏
空
金
翅
取
獰
龍
）

に
つ
い
て
、

東
海
ノ
二
字
ニ
合
セ
テ
ハ
、
一
之
句
ハ
東
也

0

0

0

0

0

0

。
日
ハ
東
ヨ
リ
出
ル
モ
ノ
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
ナ
リ
。
二
ノ
句
ハ

0

0

0

0

、
一
毛
呑
海
ト
云
イ
、
又

塵
毛
刹
海
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
海
ノ
字
也

0

0

0

0

。
三
ノ
句
ハ

0

0

0

0

、
西
来
ニ
無
レ
此
意
ハ
、
東
ソ

0

0

。
四
ノ
句
ハ

0

0

0

0

、
金
翅
劈
開
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
、
海
ノ

0

0

字0

也
。

と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
句
一
句
は
道
号
の
二
字
そ
れ
ぞ
れ
に
当
た
る
表
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
姿
勢
が
伺
わ
れ
る
。
こ
の
詠
み
方

を
、
策
彦
周
良
（
一
五
〇
一
～
一
五
七
九
）
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
『
詩
聯
諺
解
』
は
「
道
号
ノ
頌
ナ
ト
ハ
二
字
題
ノ
作
リ
ヤ
ウ
ナ
リ
」
と

断
言
し
て
、
二
字
の
Ａ
Ｂ
は
、
直
接
使
わ
ず
に
、
そ
れ
に
当
た
る
言
い
回
し
を
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
、
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
な
ど
と
、
一
首
の
四

句
に
鏤
め
て
詠
み
込
む
べ
き
と
説
明
す
る
。

こ
の
言
説
を
手
本
に
し
て
『
鏡
堂
和
尚
語
録
』
の
道
号
頌
を
検
討
す
れ
ば
、

「
楚
岩
」

•��

巍
然
八
面
自
玲
瓏
（
岩
）：
玲
瓏
が
天
童
山
の
玲
瓏
岩
を
始
め
と
し
て
、
岩
や
山
の
名
前
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
。
類
例
：「
花
浮
金

粟
玉
玲
瓏
」（『
重
刊
貞
和
集
』
道
号
「
桂
岩
」）

•��

訖
立
九
江
呉
地
中
（
楚
）：
九
江
は
呉
楚
の
地
名
、
例
え
ば
「
錦
水
雪
融
三
楚
合
、
滄
冥
潮
上
九
江
廻
」（『
錦
繍
萬
花
谷
』
続
集
巻

五
「
江
州
」）
の
よ
う
に
、
楚
に
対
応
し
て
使
わ
れ
る
。

•��

潦
倒
空
生
蹌
坐
後
（
岩
）：
空
生
は
須
菩
提
で
、
岩
中
に
座
禅
を
行
っ
た
話
は
「
空
生
岩
畔
花
狼
藉
」（『
碧
巌
録
』
第
六
則
・
頌
）

（25） 

（26） 

（27） 

（28） 

43　『禪學研究』第102號，2024年3月



な
ど
が
有
名
。
類
例
：「
添
得
空
生
翳
一
重
」（『
禅
宗
雑
毒
海
』
巻
九
「
白
岩
」）「
一
自
空
生
跌
坐
後
」（『
済
北
集
』
巻
五
「
瑞
岩
」）

•��
至
今
花
鳥
鬧
春
風
（
楚
）：
大
雑
把
な
表
現
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
「
春
江
」
を
連
想
し
た
イ
メ
ー
ジ
。

「
松
岩
」

•��

鉄
石
根
蟠
歳
月
長
（
松
）：
硬
さ
の
表
現
で
あ
る
鉄
石
が
松
に
つ
い
て
使
わ
れ
る
例
は
『
聯
珠
詩
格
』「
松
梅
」
の
「
水
玉
精
神
鉄
石
姿
」

な
ど
。
類
例
：「
根
蟠
太
極
未
分
時
」（『
明
極
楚
俊
遺
稿
』「
古
松
」）

•��

拂
雲
枝
幹
色
蒼
蒼
（
松
）：
松
の
「
蒼
蒼
」
と
し
た
色
は
白
居
易
『
新
楽
府
』「
澗
底
松
」
の
「
誰
喩
蒼
蒼
造
物
意
」
で
知
ら
れ
て
い

る
。

•��

峰
巒
峭
峻
人
難
到
（
岩
）：
高
い
山
の
表
現
で
あ
る
峭
峻
は
『
碧
巌
録
』
の
評
唱
（
第
三
八
則
な
ど
）
で
よ
く
使
わ
れ
る
「
機
鋒
峭
峻
」

が
禅
宗
で
特
に
馴
染
ま
れ
て
い
た
。
類
例
：「
及
乎
拶
著
峭
峻
峻
」（『
江
湖
風
月
集
』「
雲
岩
」）

•��

時
有
天
花
飛
雨
香
（
岩
）：
天
花
（
天
華
）
も
や
は
り
上
記
の
須
菩
提
の
山
中
の
座
禅
の
故
事
に
基
づ
い
て
い
る
。
類
例
：「
却
惹
天

花
散
曉
風
」（『
明
極
楚
俊
遺
稿
』「
空
岩
」）

「
耕
雲
」

•��

舒
巻
油
然
一
片
閑
（
雲
）：
雲
の
常
套
表
現
で
、
例
え
ば
『
詩
学
大
成
』
巻
二
「
雲
」
に
「
往
来　

舒
巻
」
や
「
一
片
孤
雲
逐
吹
飛
」

が
見
え
る
。

•��

従
龍
為
雨
暗
前
山
（
雲
）：『
芸
文
類
聚
』
を
始
め
と
し
て
、
多
く
の
類
書
の
雲
部
に
引
か
れ
る
『
周
易
』
の
「
雲
従
龍
」
に
基
づ
く

表
現
。
類
例
：「
有
時
為
雨
従
龍
去
」（『
禅
居
集
』「
雲
林
」）

•��

田
翁
不
管
重
重
罩
（
耕
）：「
田
翁
」
は
杜
甫
「
遭
田
父
泥
飲
美
厳
中
丞
」
な
ど
に
見
え
る
詩
語
で
、
田
園
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

•��

破
暁
鋤
開
種
粟
還
（
耕
）：
破
暁
を
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
た
例
は
「
萬
種
田
頭
破
曉
雲
」（『
詩
学
大
成
』
巻
二
四
「
犂
鋤
」）
な
ど
。

ま
た
こ
の
最
後
の
二
句
、
耕
作
の
表
現
を
取
り
な
が
ら
、
例
え
ば
「
罩
雲
」
や
「
破
曉
雲
」
を
仄
め
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
号
両
字
の

（29） 
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融
合
を
目
指
し
て
い
る
。

『
重
刊
貞
和
集
』
道
号
部
が
作
家
三
〇
人
か
ら
傑
作
を
抜
粋
し
て
い
る
う
ち
に
そ
れ
が
あ
る
程
度
避
け
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、『
鏡
堂
和
尚

語
録
』
は
、
機
械
的
な
ま
で
に
即
字
の
題
詠
法
を
貫
き
通
す
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。
鏡
堂
は
無
学
や
竺
仙
の
よ
う
に
文
章
で
名
声
が
高
い

わ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
に
見
え
る
露
骨
さ
は
た
だ
彼
の
文
章
の
拙
さ
の
現
れ
と
考
え
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
（
例
え
ば
韻
字
も
貧
相
に

見
え
る
）。
た
だ
、そ
れ
は
同
時
に
道
号
頌
の
根
本
に
あ
る
規
範
に
由
来
す
る
限
り
、こ
の
ジ
ャ
ン
ル
全
体
に
関
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

右
に
示
し
た
類
例
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
他
の
渡
来
僧
・
五
山
僧
も
同
じ
手
法
を
活
用
し
て
い
る
。

結
び

道
号
頌
の
日
本
に
お
け
る
爆
発
的
流
行
は
元
の
禅
林
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
い
は
語
録
に
収
め
る
習
慣
だ
け

が
異
な
っ
た
可
能
性
も
否
め
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
竺
仙
に
そ
れ
が
偈
頌
全
体
の
代
表
と
し
て
映
っ
て
い
た
こ
と
は
渡
来
僧
の
地
位
と

無
関
係
で
な
か
っ
た
ろ
う
。
鎌
倉
後
期
を
中
心
に
、
渡
来
僧
と
入
元
僧
に
よ
っ
て
宋
元
時
代
の
禅
・
俗
の
文
芸
が
大
量
に
伝
承
・
紹
介
さ

れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
道
号
頌
は
そ
の
中
の
装
置
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
細
部
ま
で
見
る
時
、
大
陸
文
化
の
そ
の
ま
ま
の

移
植
・
伝
播
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
解
釈
・
再
構
成
が
同
時
に
果
た
さ
れ
た
。
例
え
ば
元
朝
の
偈
頌
流
行
の
張
本
人
と
さ
れ
る
古
林
清

茂
（
一
二
六
二
～
一
三
二
九
）
の
語
録
は
泰
定
三
年
（
一
三
二
六
）
に
そ
の
弟
子
に
よ
り
出
版
さ
れ
て
、
今
残
る
五
山
版
に
よ
る
と
道
号

頌
が
一
首
し
か
確
認
で
き
な
い
の
に
、
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
に
日
本
で
編
纂
・
出
版
さ
れ
た
『
古
林
和
尚
偈
頌
拾
遺
』
は
約
二
五
首

収
録
す
る
。
こ
の
差
異
は
偶
然
で
な
く
、
他
者
（
日
本
）
の
目
に
映
っ
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

元
朝
禅
林
文
化
と
本
土
の
そ
れ
と
の
落
差
を
反
映
す
る
。

更
に
、
こ
の
差
異
を
理
解
す
る
た
め
、
渡
来
僧
（
及
び
龍
山
德
見
の
よ
う
な
准
渡
来
僧
）
が
実
際
に
果
た
し
た
役
割
を
詳
細
に
復
元
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（30） 
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道
号
頌
流
行
を
目
の
前
に
し
て
書
か
れ
た
竺
仙
梵
僊
の
言
説
は
、
偈
頌
に
対
す
る
危
機
感
が
前
面
に
出
て
い
て
、
そ
れ
が
古
則
公
案
か

ら
発
生
し
た
「
頌
古
」
か
ら
道
号
頌
へ
の
堕
落
に
集
中
し
て
い
る
。『
鏡
堂
和
尚
語
録
』
収
録
の
道
号
頌
は
、
禅
的
な
趣
旨
を
匂
わ
せ
て

い
る
と
こ
ろ
も
当
然
よ
く
あ
る
が
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
根
本
的
な
要
求
は
そ
の
道
号
に
即
し
た
表
現
を
使
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

も
道
号
自
体
も
「
錦
渓
」
の
よ
う
な
実
字
二
字
か
ら
な
っ
て
い
る
も
の
が
普
遍
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
お
の
ず
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
当
た

る
詩
的
表
現
の
組
み
合
わ
せ
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
。
竺
仙
が
偈
頌
の
理
想
と
し
て
称
え
る
「
頌
古
」
と
違
っ
て
、
法
語
・
説
法
と
必
然
的

な
関
係
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
偈
頌
の
ま
た
大
き
な
割
合
を
占
め
る
「
送
行
頌
」
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
両
者
と

も
基
本
的
に
社
交
的
な
機
能
を
持
ち
、
送
行
頌
も
例
え
ば
善
財
童
子
の
故
事
な
ど
類
型
表
現
が
非
常
に
多
い
。
し
か
し
、
文
字
の
修
辞
を

根
本
条
件
と
す
る
道
号
頌
の
方
が
、
竺
仙
梵
僊
な
ど
に
偈
頌
の
「
小
巧
」
傾
向
の
象
徴
と
し
て
映
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
南
北
朝

か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
偈
頌
を
詩
と
区
別
す
る
意
識
が
大
幅
に
薄
ま
り
、
道
号
頌
も
詩
文
集
の
一
部
に
収
ま
る
の
が
慣
例
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
文
字
修
辞
を
基
礎
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
道
号
頌
の
詠
法
と
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
語
録
・
外
集
が
実
証
す
る
道
号
頌
の
圧

倒
的
な
量
産
（
す
な
わ
ち
禅
林
社
会
に
要
求
さ
れ
た
道
号
頌
の
実
用
）
と
は
、
表
裏
一
体
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
渡
来
僧
が
文
学
の
作
成

を
修
行
の
一
環
と
し
て
呈
し
た
こ
と
は
様
々
な
記
録
が
残
り
、
例
え
ば
一
山
一
寧
（
一
二
四
七
～
一
三
一
七
）
が
夢
窓
疎
石
ら
の
参
禅
者

に
さ
せ
て
試
作
が
有
名
で
あ
る
が
、
鏡
堂
覚
円
の
同
伴
者
で
あ
る
無
学
祖
元
も
「
我
入
院
し
て
よ
り
、
諸
人
と
頌
子
を
改
む
る
こ
と
五
六

軸
、
恐
く
三
四
百
箇
有
ら
ん
」
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
詩
の
贈
答
・
添
削
を
師
弟
関
係
の
基
礎
に
置
い
て
い
た
。
禅
林
社
会
の
骨
格

と
な
る
一
つ
一
つ
の
絆
を
文
学
活
動
を
通
し
て
創
り
上
げ
る
特
定
技
術
が
渡
来
僧
期
の
元
で
流
布
し
て
い
る
中
、
鏡
堂
覚
円
の
語
録
に
見

ら
れ
る
露
骨
な
規
範
意
識
も
、
あ
る
い
は
南
北
朝
以
降
の
偈
頌
の
日
常
化
の
可
能
性
を
抱
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
近
年
『
中
世
禅
籍

叢
刊
』
の
出
版
で
鎌
倉
時
代
の
禅
宗
が
宗
教
・
思
想
の
面
か
ら
大
幅
に
見
直
さ
れ
て
い
る
現
在
、
渡
来
僧
が
も
た
ら
し
た
、
伝
承
過
程
で

変
容
し
た
宋
元
禅
林
文
芸
の
実
体
に
も
改
め
て
取
り
掛
か
る
価
値
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

（32） 

（33） 

（34） 

（35） 
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註（　

）��「
偈
頌
」
に
つ
い
て
は
、
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
―
大
陸

文
化
紹
介
者
と
し
て
の
五
山
禅
僧
の
活
動
』（
至
文
堂
、

一
九
五
五
年
）
及
び
堀
川
貴
司
「
五
山
文
学
に
お
け
る

偈
頌
と
詩
―
一
休
を
焦
点
と
し
て
」（『
続　

五
山
文
学

研
究
―
資
料
と
論
考
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
を

参
照
。

（　

）��

玉
村
上
掲
著
作
第
四
章
。

（　

）��

玉
村
竹
二
「
禅
僧
称
号
考
」『
日
本
禅
宗
史
論
集
（
上
）』

思
文
閣
、
一
九
七
六
年
。

（　

）��

周
裕
鍇
「
維
摩
方
丈
與
隨
身
叢
林

―
宋
僧
庵
堂
道
號

的
符
號
學
闡
釋
」『
新
宋
學
』
第
五
輯
、
二
〇
一
六
年
。

（　

）��

王
汝
娟
「
宋
代
禪
僧
道
號
及
道
號
頌
論
略
」『
禅
文
化
研

究
所
紀
要
』
第
三
五
号
、
二
〇
二
一
年
、
四
六
頁
。

（　

）��

上
村
観
光
編
『
五
山
文
学
全
集
』（
思
文
閣
、
一
九
七
三

年
復
刻
）
第
四
巻
、
三
一
頁
。

（　

）��『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九

二
四
～
一
九
三
二
年
（
以
下
、
大
正
蔵
）
八
〇
・
四
四
ｃ
。

（　

）��

田
山
方
南
「
解
説
」『
禅
林
墨
跡
』
禅
林
墨
跡
刊
行
会
、

一
九
五
五
年
、
三
頁
。
例
え
ば
無
象
静
照
が
杭
州
径
山

で
修
業
し
て
い
る
間
、
年
長
の
無
学
祖
元
か
ら
「
無
象

号
之
頌
」
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
伝
記
『
浄
智
第
四
世
法

海
禅
師
無
象
和
尚
行
状
記
』
で
特
記
さ
れ
る
（『
続
群
書

類
従
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、一
九
七
五
～
二
〇
〇
〇
年
、

第
九
輯
上
、
三
六
七
頁
）。

（　

）��『
普
円
国
師
語
録　

附
雙
峰
国
師
語
録
』
公
文
書
館
（
和

学
講
談
所
旧
蔵
）193-0466

。

（　

）��

文
献
確
認
に
つ
い
て
は
以
下
に
依
っ
た
。
椎
名
宏
雄
編

『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
二
～

二
〇
一
八
年
）
所
収
の
五
山
版
：『
断
橋
和
尚
語
録
』『
介

石
禅
師
語
録
』『
虚
堂
和
尚
語
録
』『
兀
庵
和
尚
語
録
』『
希

叟
和
尚
語
録
』『
高
峰
和
尚
語
録
』『
横
川
和
尚
語
録
』『
天

目
中
峯
和
尚
広
録
』『
月
江
和
尚
語
録
』『
笑
隠
和
尚
語
録
』

『
平
石
和
尚
語
録
』『
了
庵
和
尚
語
録
』
／
『
卍
新
纂
大

日
本
続
蔵
経
』（
新
文
豊
出
版
、
一
九
七
六
年
〔
以
下
、

続
蔵
〕）の
翻
刻
：『
剣
関
禅
師
語
錄
』『
海
印
禅
師
三
会
語
』

『
曇
芳
和
尚
語
録
』『
師
子
林
天
如
和
尚
語
録
』『
了
堂
惟

一
禅
師
語
録
』
／
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
『
石
屋
和
尚

住
嘉
興
当
湖
福
源
禅
寺
語
録
』。

（　

）��

本
文
確
認
に
つ
い
て
は
以
下
に
依
っ
た
。『
五
山
文
学
全

集
』：『
済
北
集
』『
閻
浮
集
』『
若
木
集
』『
了
幻
集
』
／

玉
村
竹
二
編
『
五
山
文
学
新
集
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
七
～
一
九
八
一
年
）：『
宝
覚
真
空
禅
師
録
』『
黄

龍
十
世
録
』『
乾
峰
和
尚
語
録
』『
友
山
録
』『
無
規
矩
』

／
大
正
蔵
：『
義
堂
和
尚
語
録
』『
永
源
寂
室
和
尚
語
録
』。

（　

）��

椎
名
宏
雄
「
解
題
」『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
八
巻
、

七
七
一
頁
。

12345678
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（　

）��

清
拙
正
澄
筆
の
道
号
頌
の
例
は『
禅
林
墨
跡
』所
収
の「
秀

山
」「
平
心
」「
天
境
」
以
外
、九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
「
松

山
」
が
知
ら
れ
る
。

（　

）��『
五
山
文
学
新
集
』
第
三
巻
。

（　

）��

た
だ
し
、「
元
朝
偈
頌
」
の
最
後
の
方
に
は
、「
征
夷
大

将
軍
」
な
ど
に
言
及
す
る
も
の
が
見
ら
れ
、
日
本
に
戻

っ
て
き
て
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
が
付
加
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
（
二
八
三
～
二
八
六
頁
）。

（　

）��『
国
訳
禅
学
大
成
』
二
松
堂
書
店
、
一
九
二
九
～
一
九
三

〇
年
、
第
十
三
巻
、
二
八
頁
。
た
だ
し
、
本
文
を
一
部

五
山
版（
個
人
蔵
）に
よ
り
訂
正
。
竺
仙
の
雪
竇
評
は『
禅

林
宝
訓
』
所
載
心
聞
曇
賁
の
論
述
に
よ
っ
て
い
る
所
が

多
い
（
大
正
蔵
四
八
・
一
〇
三
六
ｂ
）。

（　

）��

清
拙
正
澄
『
禅
居
集
（
雑
著
）』「
跋
江
湖
集
」（『
五
山

文
学
全
集
』
第
一
巻
、
四
九
九
頁
）、
中
巌
円
月
『
東
海

一
漚
集
』
四
『
文
明
軒
雑
談
』
巻
下
（『
五
山
文
学
新
集
』

第
四
巻
、
四
八
四
頁
）。

（　

）��

元
統
二
年
刊
の『
鏡
堂
和
尚
語
録
』（
天
理
図
書
館
蔵
）は
、

鏡
堂
古
の
語
録
で
、
こ
れ
と
関
係
な
い
。
椎
名
宏
雄
「
宋

元
版
禅
籍
研
究
（
九
）
石
林
和
尚
語
録
・
鏡
堂
和
尚
語
録
」

『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
三
七
号
、
一
九
八
八
年
、
一

四
九
頁
。

（　

）��『
大
日
本
仏
教
全
書
』
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
七
〇
～
一

九
七
三
年
、
第
八
八
巻
、
一
四
六
頁
。

（　

）��

飯
塚
大
展
、
堀
川
貴
司
「
禅
籍
研
究
（
一
）
翻
刻　

駒

澤
大
学
図
書
館
蔵『
禅
宗
雑
毒
海
』（
上
）」「
同（
下
）」『
駒

澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
二
八
～
二
九
号
、
二
〇
一
六

～
二
〇
一
七
年
。

（　

）��『
菩
薩
蛮
』
な
る
偈
頌
集
へ
の
跋
が
清
拙
正
澄
の
著
作
集

に
載
録
さ
れ
、
日
本
在
中
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
集
を
「
後
生
晩
学
、分
類

0

0

成
編
」
と
説
明
す
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
現
存
し
な
い
偈
頌
集
の
可
能
性
も
当
然
考

え
ら
れ
る
。
清
拙
正
澄
『
禅
居
集
（
雑
著
）』「
跋
菩
薩
蛮
」

（『
五
山
文
学
全
集
』
第
一
巻
、
四
九
九
～
五
〇
〇
頁
）。

（　

）��

大
正
蔵
八
〇
・
三
五
一
ｂ
。

（　

）��『
明
覚
禅
師
語
録
』
巻
三
、
大
正
蔵
四
七
・
六
九
一
ｂ
。

（　

）��『
雪
岩
祖
欽
禅
師
語
録
』
巻
三
、
続
蔵
七
〇
・
六
二
六
ｃ
。

「
生
荊
棘
」
は
蘇
軾
「
年
来
齒
頬
生
荊
棘
、
習
気
因
君
又

一
言
」（「
次
韻
錢
越
州
」）
が
よ
く
読
ま
れ
た
先
例
で
あ

る
。

（　

）��

飯
塚
大
展
、
佐
藤
俊
晃
、
比
留
間
健
一
、
堀
川
貴
司
「『
江

湖
風
月
集
略
註
』
研
究
（
一
～
十
五
）」『
駒
澤
大
学
禪

研
究
所
年
報
』
第
二
十
～
三
四
号
、
二
〇
〇
八
～
二
〇

二
二
年
。

（　

）��
上
掲
「
研
究
（
九
）」（『
駒
澤
大
学
禪
研
究
所
年
報
』
第

二
八
号
、
二
〇
一
六
年
）、
三
八
～
三
九
頁
。
こ
の
抄
物
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で
は
同
じ
よ
う
な
捉
え
方
が
所
収
道
号
頌
の
ほ
ぼ
全
部

に
対
し
て
試
み
ら
れ
て
い
て
、
上
記
「
研
究
」
に
指
摘

が
更
に
多
々
あ
る
。

（　

）��
堀
川
上
掲
著
作
第
一
六
章
に
翻
刻
（
二
九
一
頁
）。

（　

）��

以
下
の
用
例
に
当
た
っ
て
、
文
献
確
認
は
下
記
の
資
料

に
依
っ
た
。『
重
刊
貞
和
集
』（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第

八
八
巻
）、『
錦
繍
萬
花
谷
』（『
中
国
基
本
古
籍
庫
』
所

収
宋
刊
本
）、『
碧
巌
録
』（
大
正
蔵
四
八
）、『
禅
宗
雑
毒
海
』

（
飯
塚
・
堀
川
氏
上
掲
翻
刻
）、『
済
北
集
』（『
五
山
文
学

全
集
』
第
一
巻
）、『
聯
珠
詩
格
』（
卞
東
波
編
『
唐
宋
千

家
聯
珠
詩
格
校
証
』
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、『
明

極
楚
俊
遺
稿
』（『
五
山
文
学
全
集
』
第
三
巻
）、『
江
湖

風
月
集
』（
芳
澤
勝
弘
編
注
『
江
湖
風
月
集
訳
注
』
禅
文

化
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
）、『
詩
学
大
成
』（
公
文
書
館

蔵
五
山
版
『
聯
新
事
備
詩
学
大
成
』）、『
禅
居
集
』（『
五

山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
八
巻
）。

（　

）��

逆
翁
宗
順
編
『
点
鉄
集
』
は
「
学
」（『
詩
学
大
成
』）
巻

十
一
「
松
」
部
の
引
用
と
し
て
「
不
改
蒼
蒼
色
、
難
枯

鬱
鬱
枝
」
と
い
う
句
を
示
す
が
、
現
存
の
『
詩
学
大
成
』

五
山
版
や
元
至
順
三
年
本
で
は
確
認
で
き
な
い
。

（　

）��

韻
字
の
単
純
さ
は
、
例
え
ば
「
苔
・
開
・
来
」
は
「
秋
堂
」

と
「
棘
堂
」
両
首
に
見
え
、「
看
・
寒
」（
月
翁
）「
団
・
看
・

難
」（
紅
翁
）「
難
・
寒
・
看
」（
崑
山
）「
難
・
寒
」（
通
霄
）

の
よ
う
に
酷
似
し
て
い
る
例
が
見
え
る
。

（　

）��

古
林
清
茂
の
語
録
類
の
日
本
に
お
け
る
出
版
に
つ
い
て
、

玉
村
竹
二
「
古
林
清
茂
住
保
寧
寺
語
録
刊
行
の
周
辺
」

（『
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
』
田
山
方
南
先
生

華
甲
記
念
会
、
一
九
六
三
年
）
が
詳
し
い
。

（　

）��Jason�Protass,�“R
eturning�E

m
pty-H

anded:�
R
eading�the�Y

ifanfeng�C
orpus�as�B

uddhist�
Parting�Poetry,”�Journal�of�Chinese�Literature�
and�Culture�4.2�(2017).

（　

）��

偈
頌
と
詩
の
対
立
関
係
と
詩
集
編
纂
に
つ
い
て
は
堀
川

貴
司
「
五
山
文
学
に
お
け
る
総
集
と
別
集
―
編
成
を
中

心
に
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
九
号
、二
〇
一
七
年
）

が
詳
し
い
。

（　

）��『
仏
光
国
師
語
録
』
巻
五
「
建
長
普
説
」、
大
正
蔵
八
〇
・

一
八
三
ａ
。
一
山
と
無
学
の
文
学
活
動
に
つ
い
て
、
蔭

木
英
雄
『
中
世
禅
林
詩
史
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
）

第
一
章
及
び
西
尾
賢
隆『
中
世
の
日
中
交
流
と
禅
宗
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
第
二
章
で
考
証
さ
れ
る
。

（　

）��

阿
部
泰
郎
、
石
井
修
道
、
末
木
文
美
士
、
高
橋
秀
榮
、
道

津
綾
乃
編
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
全
十
二
巻
、
臨
川
書
店
、

二
〇
一
三
～
二
〇
一
八
年
。
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